
２ 町３役・町議会新年のごあいさつ 10 成人おめでとう　新成人を紹介

４ 地域防災訓練を実施 13 町発足60周年記念事業プレイベント　少年野球教室開催

６ 農作物被害を防ぐ！金網柵・電気柵の設置 16 町のわだい　甘楽中女子駅伝部　関東・全国大会で健闘！

８ 特定健診・後期高齢者基本健診が変わります 21 いきいきクラブ活動紹介 　 甘楽きりえの会 　
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キラッとかんら安心のまち

今年は亥年！かわいいうり坊に変身！福島幼稚園年長組園児（関連記事は14・18ページ）



　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
健
や
か
に
新
春
を
お
迎
え
の
こ

と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。旧
年
中

は
町
政
に
温
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力

を
賜
り
、厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

重
点
施
策
と
し
て
取
り
組
ん
だ
多

世
代
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
「
に
こ
に

こ
甘
楽
」
が
昨
年
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
。
子
育
て
親
子
の
交
流
の
場
、
健

康
づ
く
り
と
生
き
が
い
づ
く
り
の
拠

点
と
し
て
、
引
き
続
き
皆
さ
ん
に
ご

活
用
い
た
だ
け
る
よ
う
運
営
し
て
い

き
ま
す
。

　
（
仮
称
）甘
楽
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
整

備
は
、引
き
続
き
事
業
を
推
進
し
、

一
日
も
早
い
開
通
を
目
指
し
ま
す
。

　

金
井
の
遠
出
居
地
区
で
は
、
群
馬

県
企
業
局
が
手
掛
け
た
甘
楽
第
一
産

業
団
地
の
造
成
が
終
わ
り
分
譲
を
開

始
し
ま
す
。
隣
に
は
住
宅
団
地
21
区

画
を
町
の
土
地
開
発
公
社
が
造
成
中

で
、
新
年
度
に
分
譲
を
開
始
し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
整
備
す
る
こ
と
で
、
新

た
な
産
業
の
振
興
と
雇
用
を
創
出
し
、

活
力
と
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
町
づ
く
り

を
推
進
し
ま
す
。

　

本
年
は
町
制
施
行
60
周
年
を
迎

え
、
皆
さ
ん
の
心
に
残
る
記
念
事
業

を
順
次
実
施
し
て
い
き
ま
す
。
そ

し
て
５
月
に
は
新
元
号
と
な
り
ま

す
。
節
目
の
年
の
幕
開
け
を
、
群

馬
県
最
高
齢
者
の
山
田
け
さ
さ
ん

（
１
１
１
歳
）
は
じ
め
町
民
の
皆
さ

ん
と
と
も
に
迎
え
ら
れ
た
こ
と
を

心
か
ら
喜
び
、
町
制
60
周
年
の
「
感

謝
・
信
頼
と
連
帯
・
夢
」
を
基
本
理

念
に
、
次
の
時
代
へ
力
強
く
前
進
し

て
い
き
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
が
皆
さ
ま
に
と
っ

て
明
る
く
希
望
に
満
ち
た
素
晴
ら
し

い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し

上
げ
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。

次
の
時
代
へ
力
強
く
前
進

甘 

楽 

町 

長　
茂 

原　

荘 

一

甘  

楽  

町  

長　
茂
原 

荘
一

甘
楽
町
副
町
長　
森
平 

仁
志

甘
楽
町
教
育
長　
近
藤 

秀
夫

群馬県最高齢者  山田けささん（111歳）とともに前列左が茂原町長・後列左から近藤教育長・森平副町長
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
皆
さ
ま
と
と
も
に
甘
楽

町
発
足
60
周
年
の
節
目
と
な
る
新
春

を
迎
え
ら
れ
る
こ
と
を
喜
ば
し
く
思

い
ま
す
。

　

昨
年
３
月
に
は
「
に
こ
に
こ
甘
楽
」

が
オ
ー
プ
ン
と
な
り
、
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
を
は
じ
め
、
多
世
代
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
中
核
施
設
が
で
き
ま
し

た
。
そ
の
利
用
状
況
も
順
調
で
、
今

後
も
有
効
活
用
に
期
待
し
て
お
り
ま

す
。

　

町
と
イ
タ
リ
ア
・
チ
ェ
ル
タ
ル
ド

市
と
の
交
流
が
昨
年
に
は
35
周
年
を

迎
え
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
通
常
の

青
年
使
節
団
の
交
流
に
加
え
て
、
人

間
国
宝
の
須
田
賢
司
さ
ん
を
は
じ
め

と
す
る
芸
術
家
の
皆
さ
ん
、
天
引
獅

子
舞
保
存
会
の
皆
さ
ん
に
も
ご
協
力

を
い
た
だ
き
、
交
流
を
深
め
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
今
年
は
ハ
ル
ビ
ン
市

と
の
交
流
が
予
定
さ
れ
て
お
り
国
際

交
流
の
ま
ち
と
し
て
、
さ
ら
な
る
飛

躍
を
議
会
と
し
て
も
応
援
い
た
し
ま

す
。　

　

昨
年
は
、
議
員
が
所
属
す
る
３
つ

の
常
任
委
員
会
が
そ
れ
ぞ
れ
先
進
地

視
察
を
行
い
、研
修
に
努
め
ま
し
た
。

詳
し
く
は
、
１
月
15
日
発
行
の
議
会

だ
よ
り
で
紹
介
し
ま
す
。
ぜ
ひ
お
読

み
い
た
だ
き
、
議
会
に
対
す
る
「
ご

意
見
」「
ご
要
望
」
を
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。

　

今
年
は
議
会
議
員
の
任
期
が
終
わ

り
審
判
の
年
で
す
。
４
年
前
の
選
挙

で
は
無
投
票
と
な
り
ま
し
た
。
今
回

は
、
ぜ
ひ
議
会
に
興
味
を
持
っ
て
い

た
だ
き
、
ま
ち
づ
く
り
や
町
政
に
関

心
の
あ
る
皆
さ
ん
も
審
判
を
受
け
て

み
ま
せ
ん
か
。　

　

本
年
も
町
民
の
皆
さ
ん
が
希
望
の

持
て
る
充
実
し
た
年
で
あ
り
ま
す
よ

う
祈
願
し
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。

議
会
に
興
味
を
持
ち
ま
せ
ん
か

甘
楽
町
議
会
議
長　
佐 

俣　

勝 

彦

議　長　佐俣勝彦
副議長　富岡朝男

以下議席順
　　　　黒澤　篤
　　　　相川忠夫
　　　　金田倍視
　　　　山﨑澄子
　　　　江原榮和
　　　　中野喜久勇
　　　　長谷川儀平
　　　　栁澤清次
　　　　中里芳久
　　　　山田邦彦

甘楽町議会

前列中央左が佐俣議長・中央右が富岡副議長
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町政の動き

■
訓
練
内
容

　

訓
練
は
、
午
前
９
時
ご
ろ
県
南
部
を
震

源
と
す
る
震
度
６
の
直
下
型
地
震
が
発
生

し
、
町
内
で
強
い
揺
れ
を
観
測
し
た
想
定

で
始
ま
り
ま
し
た
。

　

自
衛
隊
、
警
察
、
町
消
防
団
、
各
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
協
力

に
よ
り
次
の
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

①
災
害
対
策
本
部
設
置

②
被
害
状
況
確
認
・
警
戒
広
報

③
被
害
情
報
収
集
・
情
報
伝
達

④
避
難
訓
練

⑤
非
常
通
信
訓
練

⑥
初
期
消
火
訓
練

⑦
被
害
状
況
確
認
報
告

⑧
大
規
模
火
災
訓
練

⑨
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
設
置

⑩
炊
き
出
し
・
救
援
物
資
配
布

■
展
示
・
体
験

　

展
示
・
体
験
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
多
く
の

参
加
者
が
災
害
発
生
時
な
ど
の
対
応
に
つ

い
て
真
剣
に
説
明
を
聞
き
ま
し
た
。

・
は
し
ご
付
き
消
防
車
の
試
乗
体
験

・
災
害
用
伝
言
版
・
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ　
　

ル
の
体
験

・
災
害
停
電
時
飲
料
提
供
型
自
動
販
売
機
の

体
験

・
陸
上
自
衛
隊
第
12
施
設
隊
の
自
衛
隊
車

両
な
ど
の
展
示

・
国
土
交
通
省
高
崎
河
川
国
道
事
務
所
の

災
害
関
連
機
器
な
ど
の
展
示

　

こ
の
訓
練
で
、
防
災
関
係
機
関
と
の
連

携
を
強
化
し
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
防
災
に

対
す
る
理
解
と
防
災
意
識
を
高
め
ま
し
た
。

群馬県アマチュア無線赤十字奉仕団甘楽
分団非常通信訓練要支援者避難支援訓練

ドローンによる情報収集訓練

小型消火器による初期消火訓練

平成30年度地域防災訓練が11月25日、小幡小学校校庭で行われ、約600人の皆さんが参加
しました。災害はいつ起こるかわかりません。日ごろから防災意識を高め、いざというとき
のために備えましょう。

防 災
訓 練 地域で力を合わせて
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１
区
・
６
区
・
７
区
を
管
轄
す
る
消

防
団
第
１
分
団
第
１
部
の
詰
所
が
小
幡

か
ら
善
慶
寺
下
井
地
区
に
移
転
し
ま
し

た
。

　

詰
所
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
「
身

体
・
生
命
・
財
産
を
守
る
」
た
め
、
誇

り
と
使
命
感
を
胸
に
日
ご
ろ
か
ら
消
防

活
動
に
努
め
て
い
る
団
員
た
ち
に
と
っ

て
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。
さ
ら
に
災

害
時
に
お
い
て
は
、
地
域
の
拠
点
と
な

る
重
要
な
施
設
で
す
。

　

平
成
29
年
度
の
町
消
防
団
組
織
再
編

に
よ
り
担
当
区
域
が
見
直
さ
れ
、
当
該

区
域
の
中
心
に
あ
る
善
慶
寺
地
区
に
詰

所
を
移
転
す
る
こ
と
に
よ
り
、
有
事
の

際
に
は
迅
速
に
対
応
で
き
ま
す
。

　

新
詰
所
の
構
造
は
、
木
造
２
階
建
・

瓦
葺
で
、
１
階
は
車
庫
と
機
材
棚
、
２

階
は
団
員
待
機
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

善
慶
寺
下
井
地
区
に

１
‐
１
消
防
詰
所
を
移
転

新しい１－１の詰所

特殊詐欺電話
対策装置体験

バケツリレーによる
初期消火訓練

炊き出し訓練

はしご車試乗体験

災
害
停
電
時
飲
料
提
供

型
自
動
販
売
機
体
験

訓練に参加した皆さん

はしご車放水も実施
した大規模火災訓練

城町消防援助隊による消火栓初期消火訓練

救援物資配布訓練
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町政の動き

　

近
年
、
町
で
は
鳥
獣
の
目
撃
情
報
が
多
く
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。
町
内
の
各
地
域
で
は
、
鳥
獣
か

ら
農
作
物
を
守
る
た
め
に
、住
民
が
主
体
と
な
り
、

国
や
県
の
補
助
金
を
活
用
し
て
金
網
柵
や
電
気
柵

の
設
置
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
７
月
か

ら
10
月
に
か
け
て
住
民
の
皆
さ
ん
が
地
域
の
農
作

物
被
害
の
減
少
に
向
け
て
協
力
し
ま
し
た
。

農
作
物
被
害
や
人
身
被
害

の
減
少
に
向
け
て

町
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊

隊
長　

宇
佐
美
秋
夫 

さ
ん（
轟
）

　

鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
で
は
、
町
か
ら

委
嘱
を
受
け
て
鳥
獣
捕
獲
に
努
め
て
い
ま

す
。
近
年
で
は
、
イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
の
人
身

事
故
や
農
作
物
被
害
は
増
加
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
実
施
隊
と
し
て
も
よ
り
一
層
の
捕
獲

に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

一
度
に
数
頭
出
産
す
る
イ
ノ
シ
シ
な
ど
は
捕

獲
ペ
ー
ス
を
上
回
っ
て
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
か
ら
各
地
域
で
実
施
し
て
い
る

金
網
柵
の
設
置
は
、
イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
の

動
き
に
変
化
を
与
え
、
実
施
隊
と
し
て
も

わ
な
が
仕
掛
け
や
す
く
、
捕
獲
も
容
易
に

し
て
く
れ
ま
す
。今
後
も
各
地
域
に
お
い
て
、

金
網
柵
や
電
気
柵
の
設
置
が
行
わ
れ
れ
ば
、

私
た
ち
と
し
て
も
捕
獲
が
し
や
す
く
、
地

域
の
農
作
物
被
害
や
人
身
被
害
も
減
少
し

て
く
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

H24
年度

H25
年度

H26
年度

H27 
年度

H28
年度

H29
年度

H30 
年度

イノシシ 19 14 52 9 34 61 51

シカ 19 24 31 31 43 59 56

ツキノワグマ 0 0 １ ０ ０ ０ ０

ハクビシン 36 28 33 ８ 32 18 13

アライグマ 8 ３ ０ ４ ６ １ ０

タヌキ 45 17 ８ ８ ３ ４ ８

甘楽町鳥獣被害対策実施隊による
有害鳥獣捕獲頭数 ■

町
産
業
課
農
林
係
（
内
線
４
１
１
・
４
１
２
）

に強い地域をつくる

(頭）

※H30年度は11月14日までのものです。

農
作
物
被
害
を
防

農
作
物
被
害
を
防
ぐ
！
ぐ
！

　
　
　
　

金
網
柵
・
電

金
網
柵
・
電
気
柵
の
設
置
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Ｎ

秋 畑

国 峰

善慶寺

上野

小幡

轟

白倉

天引

小川

福島

庭谷

金井

造石

上信越自動車道
甘楽PA 至 吉井 I.C至 富岡 I.C

至 西吉井駅上信電鉄

至 東富岡駅

上州福島駅 上州新屋駅

平成29・30年度
轟地区

平成 29年度
小幡地区

平成 29年度
上野地区

平成30年度
秋畑伏鹿地区

平成30年度
善慶寺・国峰地区

甘楽町役場

至 高崎市

至 富岡市

轟
地
区
の
キ
ウ
イ
フ

ル
ー
ツ
を
守
る
！

　

10
月
21
日
、
５
区
の
皆
さ
ん
30

人
の
協
力
に
よ
り
、
轟
地
区
の
約

１
０
０
ｍ
の
距
離
に
金
網
柵
を
設

置
し
ま
し
た
。

秋
畑
伏
鹿
地
区
を
一
体

的
に
守
る
！

　

９
月
19
日
か
ら
10
月
３
日
に
か

け
て
、
11

の
コ
ン
ニ
ャ
ク
生
産

地
の
周
囲
を
約
２
㎞
に
わ
た
っ
て

金
網
柵
で
囲
い
ま
し
た
。

善
慶
寺
・
国
峰
地
区
に

電
気
柵
５
㎞
設
置

　

地
元
の
農
家
16
人
で
鳥
獣
害
対

策
組
合
を
組
織
し
、
沖
地
区
の
農

地
を
中
心
に
電
気
柵
で
囲
い
ま
し

た
。善慶寺・国峰地区鳥獣害対策組合

組合長　田村弘一 さん（国峰）
　イノシシやシカによる農業
被害に毎年悩まされていまし
たが、電気柵を設置したこと
でほとんどなくなりました。今後もこの地域
の農業を守っていけるように、地域で協力し
ていきたいと思います。

第５区
区長代理　田村森司 さん（轟）
　29年度に設置した金網柵に
より、農作物被害が大幅に減
少したことから、今年度も区
民に協力いただき、設置することにしました。
農作物被害の減少と人身事故を未然に防げる
ことを期待しています。

秋畑伏鹿地区生産者
代表　秋山勝巳 さん（秋畑）
　金網柵ができるまでは、イ
ノシシやシカによる農作物被
害がありましたが、設置後は
被害が減少し、目撃することも少なくなりま
した。ほかの耕作者も安心して農業を営むこ
とができ、ありがたく思っています。

鳥獣害金網柵・電気柵
設置位置図

広報かんら／2019.1.17



あなたの保険証は国民健康保険（40～ 74歳）
または後期高齢者医療ですか？

人間ドック

５月末ごろに受診票が
町健康課から届きます

●４月に申請書を国保係へ提出し、翌年３月末
までに町指定の医療機関で受けます

●８月の12日間で受けます
●健診会場は３カ所あります
●がん検診などを同時に受けられます

●６月１日～12月下旬、町指定の医療機関（診
療日の午前中）で受けます

●医師の判断により、後日、医師会臨床検査セン
ター（富岡市内）で眼底検査を受けていただく
場合があります
●がん検診などは同時に受けられません（８月
の集団健診をご利用ください）

加入している保険者に確認をして特定健診を受けてください
なお、左ページ表の 黄色枠 のがん検診などは町で受けられます

あなたはどの受診方法で受けますか？

集団健診

個別健診

い
い
え

は 

い

申
し
込
ま
な
い

申し込む

どちらか
１つを選んで
受けてください

１月末～２月上旬
の希望調査で人間
ドックを申し込み
ますか？

町政の動き

年に一度は健診を受け、生活習慣病を予防しましょう！

・健診やがん検診などの問合せ先……健康課保健係
・人間ドックの問合せ先………………健康課国保係
　　（にこにこ甘楽）　☎67－7655

国民健康保険被保険者証

～がん検診の対象となる町民の皆さんへ～
がん検診の申し込み… 対象者には、１月末～２月上旬に「がん検診調査票」を

配布しますのでお申し込みください。

平成３１年　７月３１日
平成３０年　８月  １日
００００００００

甘楽郡甘楽町大字小幡161番地1

甘楽　太朗 男

昭和    ７年　１月   １日
平成２０年　４月　１日
平成２０年　４月　１日

１割

3 ９１０ ３８４ １

甘楽　華子
第２０－１１区

女

甘楽　太朗

小幡１６１番地１

昭和３６年　９月１４日
平成１８年　８月　４日
平成３０年１０月　１日

ｶﾝﾗ  ﾊﾅｺ
９９９９９９９

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
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★受診方法３つのうち1つ選び受診できます★
対　象 ①集団健診 ②個別健診 ③人間ドック※

特定健診
後期高齢者基本健診

•国保
  （40～74歳）
•75歳～

〇 〇（注１） 〇

期　  間（予 定） ８月の12日間
（午前）

６月１日～12月下旬
（午前の診療時間内） 通　年

健 診 先（会 場）
ら・ら・かんら
秋畑交流センター
にこにこ甘楽

町で指定した
医療機関のみ

町で指定した
医療機関のみ

当
日
同
時
に
受
け
ら
れ
る
検
診

大腸がん検診 40歳～ 〇 ×

医療機関によって
違いがありますの
で、申請時に確認
してください

結核検診 65歳～ 〇 ×

肺がん検診 40歳～ 〇 ×

肝炎ウイルス検査 40歳～
（未受診者） 〇 ×

前立腺がん検診 50歳～
（男性） 〇 ×

胃がん検診
（バリウム） 40歳～ 〇 ×

○…会場で受けられる　　×…会場(医療機関）で受けられない

甘楽町国民健康保険（40～74歳）、後期高齢者医療の皆さんへ甘楽町国民健康保険（40～74歳）、後期高齢者医療の皆さんへ

2019年度  2019年度  特定健診・後期高齢者基本健診 特定健診・後期高齢者基本健診 が変わりますが変わります

（注１）医師の判断により、後日、医師会臨床検査センター（富岡市内）で眼底検査を受けていただく場合があります。
※人間ドックを希望する人は国保係に申請してください。(１月末～２月上旬に希望調査あり）

健診をより受けやすくするために来年度から受診方法などを変更します健診をより受けやすくするために来年度から受診方法などを変更します
指定医療機関で受ける個別健診が加わります
以下の３つから１つ選べます以下の３つから１つ選べます
　　①集団健診　　　②個別健診　　　③人間ドック①集団健診　　　②個別健診　　　③人間ドック

集団健診は８月に実施（予定）
胃がんや前立腺がん検診も加わり同じ日に受けられる検診が増えます
健診会場は、以下の３カ所に集約します健診会場は、以下の３カ所に集約します
　①ら・ら・かんら　②秋畑交流センター　③にこにこ甘楽　①ら・ら・かんら　②秋畑交流センター　③にこにこ甘楽

広報かんら／2019.1.19



町政の動き

成
人
成
人
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

こ
の
ペ
ー
ジ
の
写
真
は
昨
年
の
成
人
者
の
皆
さ
ん

成 人式
◎
日
時
…
１
月
13
日（
日
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
か
ら

◎
場
所
…
甘
楽
町
文
化
会
館

新
成
人
者
名
簿
の
公
表
は

控
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
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〜
新
成
人
の
皆
さ
ん
へ
〜 

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金　
■ 

住
民
課
住
民
係　

内
線
２
６
４

　　

国
民
年
金
は
、
年
老
い
た
と
き
や
い
ざ

と
い
う
と
き
に
、
働
い
て
い
る
世
代
み
ん

な
で
支
え
よ
う
と
い
う
考
え
で
作
ら
れ
た

仕
組
み
で
す
。

　

日
本
国
内
に
お
住
ま
い
の
20
歳
か
ら
60

歳
ま
で
の
全
て
の
人
が
加
入
す
る
こ
と
が

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

◎
老
後
の
た
め
だ
け
の
も
の
で
は
あ
り

　

ま
せ
ん

　

国
民
年
金
に
は
、
年
を
と
っ
た
と
き
の

「
老
齢
基
礎
年
金
」
の
ほ
か
「
障
害
基
礎

年
金
」や「
遺
族
基
礎
年
金
」が
あ
り
ま
す
。

◎
保
険
料
は
必
ず
納
め
ま
し
ょ
う

も
し
保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
に
し
て
お

く
と
、
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金

が
受
け
取
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◎
保
険
料
を
納
め
ら
れ
な
い
と
き
は

「
免
除
・
猶
予
」
制
度
が
あ
り
ま
す

　

経
済
的
な
理
由
で
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
が
困
難
な
場
合
は
、
未
納
の
ま
ま
に
せ

ず
「
免
除
・
猶
予
」
制
度
の
手
続
き
を
し

ま
し
ょ
う
。

世
代
と
世
代
の

　
　
　

支
え
合
い
の
仲
間
へ

今の
“まさか”に

将来の
“まさか”に

老後の
“安心”に

障害基礎年金

病気やけがな
どで障がい者
になった際に
受け取る年金

遺族基礎年金

一家の働き手
が亡くなった
際に、家族や
子どもが受け
取る年金

老齢基礎年金

65歳になった
ら生活費の一
部として受け
取る年金

■
問
合
せ
先

　

・
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　
　

☎
０
５
７
０
（
０
５
）
１
１
６
５

　

・
高
崎
年
金
事
務
所
（
代
表
）

　
　

☎
０
２
７
（
３
２
２
）
４
２
９
９

学生納付
特例制度

学生の人は、一般的に所得が少ないため、ご本人の所得が一定額以下の
場合、在学期間中の保険料の納付が猶予されます。対象は、学校教育法
に規定する大学（大学院）、短期大学、高等学校、高等専門学校、専修学
校および各種学校（就業年限１年以上である課程）などに在学する人です。

納　　付
猶予制度

50歳未満の人（学生以外）で、働いていないなどの理由で生活に余裕
がない場合に、本人・配偶者の所得が一定額以下の人は、保険料の納付
が猶予されます。

免除制度
失業や災害など経済的な理由で保険料を納めることが難しい場合、本
人・配偶者・世帯主の所得が一定額以下の人は全額もしくは一部の保険
料が免除されます。

老
齢
年
金
受
給
者
の
皆
さ
ん
へ

源
泉
徴
収
票
が
送
ら
れ
ま
す

　

老
齢
年
金
を
受
け
て
い
る
人
に
は
、

日
本
年
金
機
構
よ
り
、
１
月
中
旬
か

ら
下
旬
に
か
け
て
「
平
成
30
年
分
公

的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
」
が
送
ら

れ
ま
す
。
源
泉
徴
収
票
は
、
昨
年
中

に
支
払
わ
れ
た
年
金
額
や
年
金
か
ら

差
し
引
い
た
税
額
・
控
除
の
内
容
な

ど
を
お
知
ら
せ
す
る
も
の
で
す
。

　

年
金
の
ほ
か
に
収
入
が
あ
る
な
ど

の
理
由
で
確
定
申
告
を
す
る
人
は
、

申
告
手
続
き
の
際
に
こ
の
源
泉
徴
収

票
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
大
切
に
保

管
し
て
く
だ
さ
い
。

　結婚50周年（金婚式）を迎えたご夫婦に慶祝状と
記念品を贈呈しました。今年度は15組のご夫婦に申
請をいただきました。おめでとうございました。

氏　名 夫
妻 地　区

篠　𠩤 峯　雄
ヒフミ 福　島

金  婚  式  名  簿
　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）

婚婚
金金
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町政の動き

　〇補助の条件　一世帯につき１基
　　 （買い替えは過去５年間に補助金の交

付を受けていないこと）
　〇必要な書類　領収書、保証書の写し

　「生ごみ」は大きな重量を占める反面、
食べ残しをなくしたり、堆肥化したり、毎
日の暮らしの中のちょっとした工夫で減量
効果が大きいごみです。
　町では、生ごみの減量化を進めるために
電動生ごみ処理機設置に対し補助金を交付
しています。

　〇補助金の対象　電動生ごみ処理機
　〇補助金額　購入価額の２分の１で
　　　　　　　30,000円を限度

　■問合せ先
　　住民課環境係
　　内線269

電動生ごみ処理機
（乾燥式・バイオ式）

生ごみ処理機設置補助金をご利用ください

vol.117

　子どもと高齢者の交通事故防止、夕暮れ時の早めのライト点灯と反射材
などの着用促進、飲酒運転の根絶を重点目標にした冬の県民交通安全運動
で、警察、交通安全協会、町交通指導隊など多くの人が交通安全を呼び掛
けました。

まもってね  車のルールと  家ぞくのいのち

冬の県民交通安全運動　12月1日～10日

死亡（脂肪）ゼロ運動の啓発品として、こ
んにゃくをドライバーに配布しました

無
事
故
で
新
年
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
保
育
園
、
各
幼
稚
園
、
各
小
学
校
に

信
号
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
３
色
の
パ
ン
ジ
ー
の
鉢
植
え
を
贈
り
、
交
通
安
全

を
呼
び
掛
け
ま
し
た

22区おたっしゃ会で高齢者交通安全教
室を実施しました

環 境 保 健 協 会 か ら の お 知 ら せ

小幡小学校

小幡幼稚園

役場前庭

かんら保育園

にこにこ甘楽

福島幼稚園 新屋幼稚園
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町
発
足
60
周
年
記
念
の
プ
レ
イ
ベ
ン
ト

「
少
年
野
球
教
室
」
が
12
月
８
日
、
上
毛
新

聞
敷
島
球
場
（
前
橋
市
）で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

県
内
の
小
中
学
生
約
３
０
０
人
が
プ
ロ
野

球
・
埼
玉
西
武
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
山
川
穂
高
選

手
（
２
０
１
８
年
パ
・
リ
ー
グ
Ｍ
Ｖ
Ｐ
）、

髙
橋
光
成
投
手
（
沼
田
市
出
身
）、
中
田
祥

多
選
手
、
熊
代
聖
人
選
手
、
高
木 

渉
選
手

の
５
人
に
よ
る
技
術
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

　

町
の
少
年
野
球
チ
ー
ム
や
甘
楽
中
野
球
部
、

県
内
の
硬
式
野
球
ボ
ー
イ
ズ
リ
ー
グ
に
所
属

す
る
小
中
学
生
が
、
軟
式
・
硬
式
そ
れ
ぞ
れ

３
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
投
球
、
守
備
、
打

撃
の
基
本
動
作
を
プ
ロ
か
ら
熱
心
に
学
び
ま

し
た
。

　
●
小
幡
ロ
イ
ヤ
ル
・
小
金
澤
遥
香
さ
ん

　

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
教
え
て
も
ら
っ
た
の

で
、
次
の
練
習
に
い
か
し
た
い
。
バ
ッ
テ
ィ

ン
グ
練
習
が
楽
し
か
っ
た
。

●
福
島
ガ
ッ
ツ
・
飯
塚
壮
真
く
ん

　

と
て
も
楽
し
か
っ
た
。
特
に
山
川
選
手
の

バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
が
良
か
っ
た
。「
強
く
振
る

こ
と
を
意
識
す
る
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
が
勉

強
に
な
っ
た
。

●
新
屋
イ
ー
グ
ル
ス
・
井
澤
慶
心
く
ん

　

プ
ロ
野
球
選
手
に
教
え
て
も
ら
っ
て
う
れ

し
か
っ
た
。「
フ
ル
ス
イ
ン
グ
し
、
練
習
の
と

き
か
ら
ホ
ー
ム
ラ
ン
を
打
つ
こ
と
を
意
識
す
る
」

と
い
う
山
川
選
手
の
話
が
印
象
に
残
っ
た
。

●
甘
楽
中
野
球
部
・
松
井
優
佑
く
ん

　

あ
こ
が
れ
の
選
手
に
い
っ
ぱ
い
教
え
て
も

ら
え
る
よ
う
質
問
を
し
た
。「
た
く
さ
ん
食

べ
て
体
を
大
き
く
す
れ
ば
遠
く
に
飛
ば
せ
る

よ
う
に
な
る
」
な
ど
、
楽
し
く
教
え
て
も
ら

い
自
分
の
た
め
に
な
っ
た
。

山川選手（右）から打撃指導を受ける甘楽中野球部員

帽子のプレゼントに喜ぶ児童たち

町
発
足
60
周
年
記
念
事
業
プ
レ
イ
ベ
ン
ト　

甘
楽
町
少
年
野
球
教
室
を
開
催
し
ま
し
た

■
社
会
教
育
課
社
会
教
育
係
（
☎
５
３
０・
５
３
１
）

善意の紹介
◎株式会社ヨコオデイリーフーズ
　（横尾浩之代表取締役社長）
・ 埼玉西武ライオンズの帽子630個を寄
付されました。寄付された帽子は町
内小学校児童全員に配布されました。

髙
橋
投
手（
中
央
）に
よ
る
投
球
指
導

善意に深く感謝し、
　　　広く皆さんにお知らせします

参
加
チ
ー
ム
キ
ャ
プ
テ
ン
の
コ
メ
ン
ト

あこがれのプロ野球選手との忘れられない一日あこがれのプロ野球選手との忘れられない一日
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「
教
育
の
ひ
ろ
ば
」と
は

　

各
学
校
や
幼
稚
園
の
特
色
あ
る
取
り
組

み
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

　

編
集
委
員
は
、
教
育
委
員
会
の
広
報
委

員
会
に
所
属
す
る
各
学
校
や
幼
稚
園
の
教

員
で
す
。

14

心
躍
る
秋
の
直
接
体
験

福
島
幼
稚
園
の
取
り
組
み

　
「
う
わ
あ
〜
。
き
れ
い
！
」
目
の
前

に
広
が
る
景
色
に
感
動
の
声
。「
や
ま

び
こ
さ
〜
ん
」「
ま
ね
っ
こ
さ
〜
ん
」

い
つ
も
の
歌
で
や
ま
び
こ
体
験
。『
や

ま
び
こ
さ
〜
ん
』『
ま
ね
っ
こ
さ
〜
ん
』

本
物
の
や
ま
び
こ
に
「
す
ご
い
！
」「
お

も
し
ろ
い
ね
ー
」
と
大
喜
び
の
子
ど
も

た
ち
。

　

次
は
、
い
ざ
冒
険
の
お
も
し
ろ
体

験
！
く
っ
つ
き
草
に
芝
滑
り
は
、
く
っ

つ
け
る
、
投
げ
る
、
滑
る
体
験
。
赤
や

黄
色
に
色
づ
い
た
落
ち
葉
の
シ
ャ
ワ
ー

は
、
体
い
っ
ぱ
い
に
浴
び
た
り
、
友
だ

ち
に
か
け
て
あ
げ
た
り
す
る
体
験
。
高

台
の
細
道
を
ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
歩
く

の
は
、
普
段
味
わ
え
な
い
土
手
歩
き
体

験
。「
楽
し
か
っ
た
ね
！
」「
ま
た
行
き

た
い
ね
」
秋
の
自
然
を
満
喫
し
た
一
日

で
し
た
。

　

自
然
と
の
直
接
体
験
は
今
後
も
出
合

い
を
大
事
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　　
　

　
「
さ
く
ら
」
の
音
色
か
ら
始
ま
っ
た

お
琴
鑑
賞
会
。　

　

初
め
て
見
る
琴
と
そ
の
雰
囲
気
に
少

し
緊
張
し
た
様
子
の
子
ど
も
た
ち
。
琴

の
先
生
か
ら
種
類
や
大
き
さ
、
弦
の
数

に
つ
い
て
教
え
て
も
ら
い
、「
ぞ
う
さ

ん
」「
と
ん
ぼ
の
め
が
ね
」「
ド
レ
ミ
の

う
た
」「
や
ぎ
さ
ん
ゆ
う
び
ん
」
な
ど
、

童
謡
や
子
ど
も
た
ち
に
な
じ
み
の
あ
る

曲
で
一
緒
に
歌
っ
た
り
、
口
ず
さ
ん
だ

り
す
る
う
ち
に
和
ん
だ
空
気
に
な
り
ま

し
た
。

　

演
奏
終
了
後
は
、
琴
に
挑
戦
！
三
人

の
先
生
に
教
え
て
も
ら
い
、
嬉
し
そ

う
に
弦
を
弾
き
、
音
色
を
楽
し
む
姿
。

「
も
っ
と
や
っ
て
み
た
い
」
そ
ん
な
声

も
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。
最
後
は
保
護

者
も
琴
に
挑
戦
！
「
初
め
て
で
す
」「
ド

キ
ド
キ
で
す
」
な
ど
感
想
を
話
し
な
が

ら
、
日
本
伝
統
の
音
色
に
う
っ
と
り
。

す
て
き
な
ひ
と
と
き
で
し
た
。

秋
の
自
然
を
満
喫
〜
麻
場
城
址

〜 

年
少
・
ひ
よ
こ
組

初
め
て
の
音
色
に
う
っ
と
り
〜
お

琴
鑑
賞
会
〜 

年
中
・
か
な
り
あ
組

　
　
　

見
る
！
触
れ
る
！
食
べ
る
！

福島幼稚園
園 長 小澤由佳利
園 児 36人

やまびこさ～ん♪

琴に初挑戦！

お母さんたちも挑戦！

まねっこさ～ん♪
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年
長
児
は
毎
年
、
園
の
畑
や
園
庭
の

端
で
い
ろ
い
ろ
な
野
菜
を
育
て
、
収
穫

し
て
い
ま
す
。

　

旬
の
食
材
で
あ
る
サ
ツ
マ
イ
モ
。
ど

ん
な
料
理
に
し
た
い
か
、
サ
ツ
マ
イ

モ
の
絵
本
を
見
な
が
ら
の
話
し
合
い
。

「
焼
き
イ
モ
し
た
い
！
」「
大
学
イ
モ
好

き
！
」
ワ
ク
ワ
ク
す
る
言
葉
が
飛
び
交

う
中
、
全
員
が
「
ス
イ
ー
ト
ポ
テ
ト
」

に
賛
成
。「
材
料
は
？
」「
砂
糖
・
卵
・

黒
ご
ま
・
バ
タ
ー
」

が
必
要
と
わ
か
り
、

次
に
作
り
方
を
教

え
る
と
、
期
待
が
高

ま
り
、
待
ち
き
れ
な

い
様
子
の
子
ど
も
た
ち
。

　

簡
単
な
作
り
方
で
す
が
、
卵
黄
や
黒

ご
ま
効
果
で
本
格
的
な
ス
イ
ー
ツ
に

な
り
、
み
ん
な
大
喜
び
！
焼
き
上
が
っ

た
ス
イ
ー
ト
ポ
テ
ト
を
食
べ
な
が
ら

「
こ
ん
な
お
い
し
い
の
初
め
て
！
」
と

お
腹
も
心
も
満
た
さ
れ
た
お
イ
モ

パ
ー
テ
ィ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

楽
し
く
収
穫
♪
さ
あ
何
作
る
？

年
長
・
つ
ば
め
組

　

幼
児
と
接
す
る
機
会
な
ど
、
ほ
と

ん
ど
な
い
ま
ま
生
き
て
き
た
私
に

と
っ
て
、
初
め
て
の
わ
が
子
は
ま
る

で
「
別
の
星
か
ら
き
た
生
命
体
」
み

た
い
な
も
の
で
し
た
。

　

こ
の
生
命
体
に
は
、
日
本
語
が
通

じ
ま
せ
ん
。
ど
う
し
て
泣
く
の
？ 

ど

う
し
て
泣
き
止
ま
な
い
の
？
何
が
欲

し
い
の
？
何
を
し
た
い
の
？
息
子
が

小
さ
か
っ
た
こ
ろ
、
私
の
頭
の
中
に
は

毎
日
「
ど
う
し
て
？
」
の
嵐
が
吹
き

荒
れ
て
い
ま
し
た
。
と
に
か
く
、
分

か
ら
な
い
こ
と
が
多
す
ぎ
る
。
子
ど

も
の
感
情
も
欲
求
も
行
動
も
。
伝
わ

ら
な
い
こ
と
が
多
す
ぎ
る
。
自
分
の

感
情
も
要
求
も
、
大
人
の
世
界
で
は

当
然
だ
っ
た
「
相
互
理
解
」
と
い
う

前
提
が
全
く
通
用
し
な
い
生
き
物
…
。

ど
う
し
て
私
は
笑
顔
で
子
育
て
で
き

な
い
ん
だ
ろ
う
。
に
こ
に
こ
、
や
さ

し
い
お
母
さ
ん
が
理
想
だ
っ
た
は
ず

な
の
に
…
。

　

だ
け
ど
気
づ
い
た
こ
と
が
あ
る
ん

で
す
。
同
じ
こ
と
を
何
度
言
っ
て
も

分
か
っ
て
く
れ
な
い
、そ
の
幼
い
心
で
、

子
ど
も
は
私
の
失
敗
を
許
し
て
く
れ

て
い
る
ん
だ
っ
て
こ
と
で
す
。
今
の

は
言
い
過
ぎ
た
か
も
、
八
つ
当
た
り

し
ち
ゃ
っ
た
か
も
…
。
そ
ん
な
私
を

子
ど
も
は
決
し
て
責
め
た
り
し
な
い
。

子
ど
も
の
心
は
驚
く
ほ
ど
寛
大
で
、

抱
き
つ
い
て
一
緒
に
い
た
い
と
言
っ

て
く
れ
る
。当
た
り
前
の
よ
う
に
笑
っ

て
く
れ
る
。
子
ど
も
は
大
人
に
全
力

で
甘
え
て
く
る
け
ど
、
大
人
だ
っ
て
、

そ
ん
な
彼
ら
に
甘
え
て
い
る
ん
で
す

ね
。

　

さ
て
、
４
月
に
小
学
生
に
な
る
わ

が
子
は
、
さ
す
が
に
地
球
人
へ
昇
格

を
果
た
し
ま
し
た
。
で
も
、
あ
り
が

た
い
こ
と
に
、
心
は
ま
だ
広
い
よ
う

で
す
。
私
も
わ
が
子
が
大
切
で
ど
ん

な
と
き
で
も
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
で
、
子

ど
も
の
成
長
は
う
れ
し
い
は
ず
な
の

に
、
周
り
の
子
と
比
べ
て
見
逃
し
て

し
ま
う
小
心
者
で
す
。
で
き
る
だ
け

子
ど
も
の
よ
う
な
広
い
心
で
わ
が
子

の
成
長
を
見
守
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

寛大な
子どものこころ

甘楽町公立幼稚園
　　PTA連絡協議会
会長　加藤 啓子

スイートポテトのできあが
り♪

ワーッ!!おおきーい!!

おいしくなーれ！

　「今日は何個食べる？」
ミカンが色づき始めると
その大きさや数にも気付
くようになる子どもたち。

友だちと
相談しな
がら日々
味わって
います。

今年は67個！
おいしいよ～

輪になって、いただきます！

園庭にあるミカンの木
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総務課行政係　内線213・214

gyousei@town.kanra.lg.jp

身近な情報をお寄せください

甘楽中女子駅伝部　関東・全国大会で健闘！ 
　第27回関東中学校駅伝競走大会（埼玉県熊谷スポーツ文化公園陸
上競技場）が12月２日に開かれ、県大会で初優勝した甘楽中女子駅
伝部が出場しました。関東各都県から勝ち上がった33の強豪校の
中で、10位（５区間12.26km・42分１秒）と健闘しました。
　また、12月16日には第26回全国中学校駅伝大会（滋賀県希望が丘
文化公園）に出場しました。選手たちは全国の代表校に負けない力強
い走りでタスキをつなぎ、初出場で堂々の19位（５区間12km・43分
７秒）でゴール。大舞台で練習の成果を発揮し、20位以内という目標
を見事達成しました。駆け付けた応援団の熱い声援を追い風にして、
心を一つに走る選手たちの姿は勇気と感動を与えてくれました。

関東・全国大会で粘り強い走りを見せた甘楽中女子駅伝部選手
（左から走順　髙橋さん、田中さん、大類さん、倉林さん、浅香さん）

　町とイタリア・チェルタルド市の姉妹都市交流功労者、エットレ・
コローさん（ローマ市在住）が平成30年秋の外国人叙勲の瑞宝双光章
を受章しました。
　コローさんは在バチカン日本国大使館現地職員として長年勤務さ
れ、日本国在外公館活動に寄与されました。コローさんは「今回の受
章に恵まれ、驚きと喜びが心にあふれています。甘楽町の皆さんと
一緒に喜びを分かち合いたいです」と話されました。
　1983年に町がチェルタルド市との姉妹都市関係樹立に向けて協
議を進めるにあたり尽力されたコローさんは、以後36年にわたり町
の使節団や中学生研修団の訪伊に協力、姉妹都市交流の発展に貢献
されています。

栄えある受章おめでとうございます

中村芳夫・在バチカン日本国特命全権大使から
瑞宝双光章を伝達されたコローさん（右）

１区　髙橋雛乃さん（２年）…けがから復帰
して自分の走りができた。来年も全国
に出場し、今年よりも順位を上げたい。

２区　田中優里奈さん（２年）…初めての全
国大会で自分のレースができ、チーム
の目標も達成できた。

３区　大類瑞季さん（２年）…緊張せずに自
分のベストを尽くせて良かった。

４区　倉林樹恵さん（３年）…最後のレース
で自分の走りができた。応援してくれ
た全ての人に感謝している。

５区　浅香莉里さん（３年）…最後の大舞台
で自分の力を出し切ることができた。
先生や応援してくれた人に感謝したい。

補員　今井彩香さん（２年）…補員だったけ
れど、自分の納得いく走りができた。

補員　浅香寧々さん（１年）…全国で走るこ
とができてとても良い経験になった。

補員　髙麗姫禾さん（１年）…今までの中で
一番いい走りができた。

目標達成 ! !
女子駅伝部選手のコメント女子駅駅

目目
駅伝駅駅駅 メントメ

!!
メメメメ
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　第６回甘楽町子どもいじめ防止フォーラ
ムが12月４日、甘楽中学校体育館で開かれ
ました。このフォーラムは、「いじめ防止」に
向けた各小中学校の取り組みや活動の発表、
意見交流を通して、学校・家庭・地域・関
係機関との連携を強化することを目的とし
ています。各学校の代表が独自に取り組ん
でいる活動の報告や成果を発表し、お互い
の活動内容について質問をし合い、活発な
意見交流ができました。最後に会場全員で
「いじめゼロ宣言」を声高らかに
宣言し、いじめ防止の意識をさ
らに高めました。
　また、町いじめ防止啓発標語
コンクールの表彰も行われまし
た。優秀作品は右のとおりです。

平成30年度甘楽町いじめ防止啓発標語コンクール優秀作品（敬称略）
『ぼくはしない　じぶんがされて　いやなこと』 堀込岳琉（小幡小１年）
『思いやり　みんながもって　広がる笑顔』 外所加帆（福島小４年）
『つくろうよ　毎日笑える　日常を』 戸丸彩花（新屋小５年）
『「大丈夫？」 　言葉で灯せる　心の光』 大河原一貴（甘楽中３年）

明るく元気な学校生活に　いじめ防止フォーラム

会場全員で「いじめゼロ宣言」を唱和

家庭の日標語　小・中学生県最優秀賞！
　平成30年度群馬県青少年育成大会が11月23日、群馬県公社総
合ビル（前橋市）で開かれ、「少年の日」「家庭の日」普及啓発作品コン
クールの表彰が行われました。標語の部に県内の小学校・中学校・
高校・一般から11,222点の応募があり、34点が入賞、95点が入
選しました。
　町からは金井俐樹くん（福島小６年）と森田真悠子さん（甘楽中２
年）がそれぞれ小学校・中学校の最優秀賞を受賞しました。（右写真）
　また、黒澤  碧さん（新屋小５年）と浦辺惟愛さん（新屋小６年）は銅
賞を受賞しました。入賞・入選作品を紹介します。

「少年の日」「家庭の日」標語入賞・入選作品（敬称略・（少）は「少年の日」、（家）は「家庭の日」）
小学校　最優秀賞（家）　『家族の輪　話して広がる　いい笑顔』 金井俐樹（福島小６年）
　　　　銅　　賞（家）　『あぶないよ　命にかかわる　歩きスマホ』 黒澤　碧（新屋小５年）
　　　　銅　　賞（家）　『スマホより　家族の顔みて　夕ごはん』 浦辺惟愛（新屋小６年）
　　　　入　　選（少）　『そのことば　送信前に　ひとこきゅう』 大類龍聖（新屋小４年）
　　　　入　　選（家）　『家族はね　心の充電　するところ』 赤石春人（新屋小４年）
中学校　最優秀賞（家）　『ねえ聞いて　会話で深まる　家族のきずな』 森田真悠子（甘楽中２年）
　　　　入　　選（家）　『寒くても　話して笑って　あたたまる』 齋藤茉凛（甘楽中１年）
　　　　入　　選（家）　『「あのね」から　家族の会話　広がるよ』 山田千聖（甘楽中３年）
　　　　入　　選（家）　『「ただいま」と　玄関あけたら　向かえる笑顔』 市川日葉里（甘楽中３年）

金井くん 森田さん
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餅つきで元気に交流　なごみサロン
　15区おたっしゃ会「なごみサロン」（山田美智子代表）では、
12月11日に同区公会堂で福島幼稚園年長組園児との交流会
を行いました。これは同会が地域の子どもたちとの交流を深
めることを目的に開いたものです。同会参加者23人と園児13
人は「よいしょ！」と元気な掛け声で餅つきの見学・体験をし
た後に、つきたての餅にあんを詰めて丸めたり、きな粉や大
根おろしをつけた餅を一緒に味わいました。
　会員の金田浩子さん（福島）は「子どもたちは餅を上手に伸ば
して丸めていました。餅米から餅になる様子を見たり、餅を
丸めたり、子どもたちにとっても良い経験になったと思いま
す」と話されました。また、参加者は園児たちの歌や手遊びで
交流し、同区有志の皆さんによるフラダンスなどを鑑賞して楽
しいひとときを過ごしました。 餅を丸める園児となごみサロン会員の皆さん

人権ポスターコンテストで入賞
　人権について理解を深めるための第15回「人権ポ
スターコンテスト」（富岡人権擁護委員協議会・前
橋地方法務局富岡支局主催）が開かれ、甘楽郡・富
岡市・上野村の小学５年生を対象に523点の応募
がありました。
　12月１日に富岡市生涯学習センターで入賞者の
表彰式が行われ、作品も展示されました。
　町の入賞者は次のとおりです。
◇甘楽町長賞　　　西有優惺くん（小幡小・写真右）
◇甘楽町教育長賞　高田天我くん（新屋小・写真左）

読み聞かせで顕彰　せせらぎおはなし隊
　第16回群馬県図書館大会が11月29日、群馬県立図書館で開かれ、せせらぎおは
なし隊（清水清香代表・33人）が群馬県読み聞かせボランティア顕彰を受けました。
　小幡小学校で活動する読み聞かせボランティアグループせせらぎおはなし隊は、
平成13年度にPTA教養委員会有
志により発足しました。現役の
保護者と卒業者の保護者の有志
が読み聞かせ活動（同小各学年ク
ラス・月１回・１回平均15分）や
研修会を行っています。良質な
読み聞かせの実践を長年にわた

り継続してきた熱心な活動により、地域の子ども読書活動推進
への貢献が認められました。

清水代表

読
み
聞
か
せ
活
動
の
様
子
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　ニュージーランドのオタキ市にあるオタキカレッジ
から高校生と引率教員など10人が甘楽町を訪問し、12
月14日から17日まで日本文化に触れました。この交
流は町田邦江さん（造石）がオタキカレッジで日本語を
教えたことがきっかけで始まり、今回６回目の来町に
なりました。高校生たちは、甘楽ふるさと館に宿泊し
ながら、町内施設などを見学しました。甘楽中学校で
はニュージーランド出身のALTキャサリン・ハウチン
さんの受け持つ英語の授業を見学し、名前を漢字に当
てて習字を体験するなど生徒たちと交流を図りました。

ニュージーランドとつながる交流の輪　

園芸作物の栽培技術をブータンへ　
　JICA「ブータン中西部地域園芸農業振興プロ
ジェクト」研修（プログラム運営：自然塾寺子屋
（矢島亮一理事長））で、ブータンのバジョ農業研
究開発センターの研究員２人が11月下旬から約
３週間甘楽町に滞在しました。この研修は、園
芸作物の試験研究・栽培・普及に従事している
研究員が実技研修を実施し、付加価値の高い園
芸作物生産の振興を目指すもので、町の農家の
皆さん（※）から栽培技術や管理の方法などの指導
を受けました。
　研究員のソナム・チョフェルさんは「甘楽町の
農家の皆さんは市場が求める商品を作る『売るた
めに作る』という市場志向で農業をしている。技
術や経験を惜しみなく教えてくれ、本当に親切
にしていただいた」と話してくれました。

※ 研修指導先の農家の皆さん（（　）は地区名・指導作物）

髙野一馬さん（小幡・ナス）、堀口芳次さん（天引・ナス）、
浅香一男さん（秋畑・乾燥イモ）、髙橋　茂さん（小幡・ブドウ）、
田村英志さん（小幡・キウイフルーツとリンゴ）、
吉田恭一さん（上野・有機栽培）、峯岸やす子さん（天引・乾燥イモ）

　かんら保育園に11月20日、吉田藤太郎さん（白倉）か
ら約800個のミカンが届けられました。
　吉田さんは、８年前にミカンの木を植え50本以上管
理しており、収穫したミカンを同園の子どもたちに分
けてくださいました。「こうやって木になっているんだ
よ」とミカンの枝や葉も教えてもらった園児たちは「やっ
たぁ！大きなミカンだ」と大喜び。「ありがとうございま
す」と大きな声でお礼を言いました。
　吉田さんは「今年はミカンが豊作で、子どもたちに届
けることができ良かった。喜んでもらえてうれしかった」
と話されました。

峯
岸
さ
ん
か
ら
乾
燥
芋
の
指
導
を
受
け
る

研
修
員（
左
２
人
）

おいしいミカンをありがとう！ 

甘楽中生徒と交流するオタキカレッジの高校生（右）

吉田さん（後列中央）とかんら保育園キリン（年長）組園児
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郡バレーボール大会　新屋クラブ優勝！
　第46回甘楽郡バレーボール大会が11月
18日、町体育館で開かれました。
　郡内４チームによるトーナメント戦が行
われ、新屋クラブ（吉田恵美子代表・右写真）
が日ごろの練習の成果を発揮し、見事優勝
しました。
　吉田代表は「若い人が活躍してくれたおか
げで、今回の優勝につながりました。今後
も練習を頑張っていきたいです」と話されま
した。準優勝は福島クラブでした。

吹矢で健康増進！小幡体協
　町体育協会小幡支部（齋藤文康支部長）は12月２日、町
公民館でスポーツ吹矢体験教室を開きました。小幡地区
の住民約30人が離れた的をめがけて矢を吹き点を競う
「スポーツ吹矢」の基本動作を体験しました。
　県スポーツ吹矢協会甘楽中央支部の本間良衞支部長
（善慶寺）は「スポーツ吹矢は集中力がつき、腹式呼吸で
健康にも良い。甘楽町で広めていきたい」と話され、参
加者の新井萌安奈さん(小幡）は「初めて挑戦したが、最
高得点の７点に当たったときは気持ちが良かった」と話
してくれました。
　また、指導員の齋藤勝義さん（国峰）は吹矢で肺活量が
アップしていることを教えてくれました。

日ごろの文化活動を発表　郡老連作品展
　甘楽郡老人クラブ連合会（黛　哲夫会長）の作品
展が10月28日から30日まで町文化会館で開かれま
した。下仁田町・南牧村・甘楽町の会員92人による
絵画や写真、書、俳句、盆栽、手工芸品など趣味の
作品120点が展示されました。来館者は、さまざま
な才能を持った会員の作品にじっくりと見入ってい
ました。
　出展者の一人、谷川マサ江さん（造石）は「皆さんの
ご協力により、多くの作品を展示することができま
した。元気な高齢者の生きがい活動をたくさんの人
に見ていただけたと思います」と話されました。
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いきいき
クラブ

◆代表者　丸澤桂子（善慶寺）
◆会員数　６人
◆設立年　昭和56年

　毎年産業文化祭に出品しています。３月８
日～10日に町文化会館で開かれる富岡甘楽造
形美術作品展に出品予定です。日本きりえ美
術展には希望者が出品しています。
　また、３月13日～17日に町文化会館で開か
れる丸澤代表の個展に賛助出品します。

　いつでも誰でも入会できます。きりえの創
作活動を通して人との出会いやつながりもで
き、生活が潤い心豊かに過ごせます。絵の好
きな人や興味のある人、ぜひ一度見学にお越
しください。詳しくは丸澤代表（☎74-2835）
へご連絡ください。お待ちしています。

　毎月第２火曜日の午後１時30分から３時30分
まで町公民館で例会を行っています。スケッチ
から始めて、和紙を切り、色を入れ、貼って、世
界に一つのきりえを創作しています。また、お互
いに相談し合ったり、野外活動もしています。

　女性の会員が多い中、数年前に男性が入会
してくれました。職業を持ちながら、都合を
つけて参加し、一緒に楽しんでいます。会員
減少の中、絵画部門のきりえを何とか残した
いと思い頑張っています。

住民の皆さんに一言

クラブの特徴

今後の予定・目標など

活動内容

甘楽きりえの会

『いきいきクラブ活動紹介』では町内で活動する文化および
体育協会登録団体のクラブ活動を紹介します。

町産業文化祭文化部門での展示きりえ創作の様子

活動紹介
vol.42
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な
高
齢
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進
み
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町

で
も
75
歳
以
上
の
高
齢
者
の

割
合
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％
を
超
え
ま
し
た
。

（
Ｈ
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．
11
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）

　

75
歳
以
上
に
な
る
と
複
数
の

慢
性
病
を
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て
い
た
り
、
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に
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る
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。
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管
疾
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。
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に
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な
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し
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で
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６
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。
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す
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ま
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楽
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、
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し
、
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に
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き
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ま
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理
解
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協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

目
指
せ
！
事
件
・

事
故
発
生
ゼ
ロ

福島駐在所
木嶋　徹さん

連載
№103
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甘楽町図書館
開館　午前９時～午後７時
70-4660
rarakanra@town.kanra.lg.jp

NEW▶▶▶ 図書館に新しく入った本

［　お悔やみ申し上げます　］
氏　名 年齢 届出人 区 大　字

太田　益雄 91 義　博 ２ 小　幡
柴山 あさ子 83 光　彦 ５ 轟
中野　寛一 78 伸　祐 ６ 国　峰
田村　一夫 62 君　江 ６ 国　峰
関口　善雄 86 幸　美 6 国　峰
中野　マサ 83 裕　文 11 秋　畑
堀口 ヨシエ 81 新　一 15 福　島
土筆　チエ 73 昭　久 19 上　野
神戸　正子 73 登喜夫 27 造　石
中里 カヅエ 96 操 28 庭　谷
吉田 初太郎 84 秀　行 28 庭　谷

［　お誕生おめでとう　］
氏　名 保護者 区 大　字

松井 結
ゆ い か

依香 孝　介 １ 小　幡

望月　風
ふうか

朱 嵩　士 17 福　島

吉田　祈
き こ

乎 恭　介 19 小　川

鈴木　結
ゆいな

奈 達　也 28 庭　谷

◎お名前は常用漢字・現代かなを使用させていただきます。
◎戸籍の欄に掲載を希望されない人は届出の際に窓口にお申し出ください。

▶「絵本で対決!! ネコVSイヌin
かんら」の結果発表！
　図書館で貸し出ししたネコとイヌの絵本人
気対決の結果を発表します。ネコの絵本529
冊とイヌの絵本345冊で、ネコの勝ち～！
　参加してくれた皆さん、ご協力ありがとう！

11月16日～
12月15日届出

（敬称略）

世
帯

4,982
(＋1)

人
口

13,212
(△7)

男 6,533
(△6)

女 6,679
(△1)

11月30日現在
（前月末比）

▶お知らせ
【１月の休館日】
７日(月)、15日(火)、21日(月)、28日(月)
【年始の休館日】
１日（火）～３日（木）
【閉館時間変更】
４日（金）～６日（日）午後５時

▶新年企画！「本の福袋」
内容：絵本・大人　合計40セット
期間：４日（金）～　なくなり次第終了
本は期限（２週間以内）までに返却してくだ
さい。（プレゼントではありません。）

み
け
ね
え
ち
ゃ
ん
に
い
う
て

み
な

村
上 

し
い
子 

作
・
く
ま
く
ら 

珠
美 

絵
／
理
論
社

み
ず
と
は
な
ん
じ
ゃ
？

か
こ 

さ
と
し 

作
・
鈴
木 

ま
も
る 

絵
／
小
峰
書
店

フ
ー
ガ
は
ユ
ー
ガ

伊
坂 

幸
太
郎 

著
／
実
業
之
日

本
社

い
つ
か
深
い
穴
に
落
ち
る
ま
で

山
野
辺 

太
郎 

著
／
河
出
書
房

新
社

足
裏
を
鍛
え
れ
ば
死
ぬ
ま
で

歩
け
る
！

松
尾 
タ
カ
シ 

著
／
池
田
書
店

少
年
少
女
の
た
め
の
ミ
ス
テ

リ
ー
超
入
門

芦
辺 

拓 

著
／
岩
崎
書
店

不思議で、切ない、
長編小説。

大ボラサラリーマン
小説の誕生‼ 

家の中で今すぐでき
る基本から足裏エク
ササイズを紹介する。

ネコと話そう。ネコと
わらおう。

水をとおして共生の大切
さを伝える、かこさとし
最後の絵本。

名探偵集合！若い読
者の皆さんを案内し
ます。

No image

No image

No image

No image

No image

No image
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第11回甘楽町民の日記念事業を開催します

 甘楽町は２月１日、町発足 60 周年を迎えます

中山秀征さん

入場無料日 時

甘楽町文化会館　大ホール（白倉1322－1）会 場

キラッと
かんらちゃんのお誕生日会

中山秀征さん講演会

13：30～

　俳優・司会の仕事を中心
に数多くの番組に出演し、
現在「日曜朝の顔」として
日本テレビ「シューイチ」
のメイン司会者中山秀征さ
んの講演会です。

群馬県藤岡市出身。2008
年「ぐんま大使」に就任。こ
んにゃくパークの「こんにゃ
く大使」も務めています。前回のお誕生日会の様子

　かんらちゃんのお誕生
日会を開きます。当日会
場には、ぐんまちゃんを
はじめ大勢の友だちがお
祝いに駆け付けてくれる
予定です。
　みんなでかんらちゃん
のお誕生日を祝おう！ぜ
ひ遊びに来てね！

詳しくは、１月15日号の
おしらせ版をご覧ください。

広　告

『ぐんま大使からの応援メッセージ
  がんばれ甘楽町！がんばれ群馬県！』

第１部 中

 

第２部

14：30～

食べる
レストラン
和洋ランチ
1,000円（税別）

泊まる　
　宿泊

シングル
ダブル
ツウィン

集う
宴会 案内状・席次・席札

すべてサービス

和洋会席（税別）
4,500円～

全室個室
　イス席

ご法要
法事 お別れの会

お元気で  ようこそ 
新年会プラン  3,800円～

富岡市富岡245－1
TEL 0274－64－3636

セレハイツ富岡セレハイツ富岡

※上記以外の葬儀社でもご利用可能です※上記以外の葬儀社でもご利用可能です

24時間

【例えばこんな使い方】
・故人を自宅に安置できない
・家族葬や直葬を行いたい
・取り急ぎ病院から搬送したい

【例えばこんな使い方】
・故人を自宅に安置できない
・家族葬や直葬を行いたい
・取り急ぎ病院から搬送したい

【主な取扱店】
おおるい甘楽葬祭 ☎0274（74）4691
㈲佐俣葬儀造花店 ☎0274（74）2627
葬 儀 の 堀 込 屋 ☎0274（67）7882

【主な取扱店】
おおるい甘楽葬祭 ☎0274（74）4691
㈲佐俣葬儀造花店 ☎0274（74）2627
葬 儀 の 堀 込 屋 ☎0274（67）7882 ㈱セレプランニング

☎0274（64）9900
http://cerepla.com

㈱セレプランニング
☎0274（64）9900
http://cerepla.com

もみじ平公園入口

セレハイツ富岡

富岡バイパス

ワンダーGoo

ベイシア

かぶら聖苑方面 Ｎ

滞在型セレモニー施設滞在型セレモニー施設

富岡市黒川1001-1 

先着500人２月３日 日  13時開場
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